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1 緒

近年,各地の大豆子実に裂皮が多発 し,そ れが品質劣化

の一因として問題視されており,それ故育種の場でも裂皮

の難易による選定力漁 力ゞれている。摘業により裂皮粒の発

生を高めることができれば,裂皮の難易判定が容易とな り

かつ判定の信頼度を高め得るであろう。ここでは,昭和55

年東北農試刈和野試験地で実施された摘奏試験の結果を報

告する

2試 験 方 法

試験 1: 摘業の時期と程度に関する試験

①供試品種 オクシロメとエンレイ

②処理区別 無処理区と摘奏時期 3及び程度 3を組合せ

た 9処理区 (各区 4個体 )。

摘葵時期 I;9月 2日 (開花後35～ 36日 ),I;
9月 12日 ,Ⅱ ,9月 22日 。

摘奏程度 各個体の25,50.75%の業を上部より摘

奏。

③試験区の配置,分割区法 2区制。

試験 2: 摘奏の時期と部位に関する試験

①供試品種 9品 種。

②処理区別 無処理区と摘奏時期 2及 び部位 2を 組合せ

た4処理区 (各区 8個体 )。

摘業時期 I;8月 18日 (早生～中生の早の品種 ),

9月 3日 (中生品種 ),9月 11日 (中生の晩～晩生品種 )

Ⅱ;9月 3日 (早 生～中生の早の品種 ).9月 18日 (中生

品種 ),9月 26日 (中生の晩～晩生品種 )。

摘奏部位,摘泰量は50%と し,上部 ,下部より摘奏。

③試験区の配置 ,分割区法 2区制。

3 試験結果及び考察

1 摘薬の生育・収量に及ぼす影響

試験 1に おける生育・収量調査結果を,主な調査形質に

つき摘奏時期,程度により整理 したのが表 1である。摘葉

により葉の黄化が遅れいわゆる奏先熟を呈するが,成熟期

も著 しく遅延する。生育日数で遅延の程度をみると,摘奏

時期間で差異が大きく摘業が早いはど遅延が著しく,摘葵

程度間では差異が大きくないが摘奏率の高い区で遅れる傾

向がみられた。摘奏による奏数,粗粒重の減少は,業 を摘

み取るので予想される結果であるが,業数の減少程度に比

べ粗粒重の減少は少ない。それは100粒 重の増加により補

償されるからである。100粒重は摘業 により重 くな り,時

期,程度を異にするいずれの処理でも効果が大 きかった。

また,紫斑粒発生指数は摘業により高まった。登熟期間が

長引き乾燥が進まないことから,奏への感染,さ らに奏か

ら子実への感染の期間が長引 くことによる。

そのほか,主茎長,主茎節数 ,分枝数, 1奏内粒数等の

調査も行ったが,摘葵による影警はみられなかった。

なお,試験 2に おいて も,摘奏による成熟期の遅延と100

粒重及び紫斑粒発生指数の増加は顕著であった。

表 i 主な調査形質の摘奏時期及び
程度による変
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2 裂皮粒率の変動

試験 1に おける品種 ,処理区別の裂皮粒率は表 2の とお
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イ0%で あるが,摘奏によリオクシロメの裂皮粒率は著しく

高まり最高値が ,06%と なるのに対し,エ ンレイでは概して

低 く処理区間の差が小さい。この 2品種間で裂皮性に差の

あることがわかる。そこで,摘業による裂皮粒率の変動を

オクシロメでみると,時期間では開花後 46日 摘奏の1区の

表 2 摘奏時期及び程度と裂皮粒率 (試験 1,%)

次に,試験 2に おける品種,処理区月1の裂皮粒率を表 3

に示 した。摘奏時期は 2時期であるが,供試品種の熟期に

より摘奏日すなわち開花後日数は異なる。早生へ中生の早

の品種では,ユ ウヅルを除いて,摘業の晩いⅡ区すなわち

開花後35～ 48日摘奏で裂皮粒率が高かったが,中生～晩生

品種では早い時期の 1区すなわち開花後35～ 36日摘業で裂

皮粒率が高かった。当初 ,供試品種の熱期が異なれば裂皮

粒率の高まる時期が異なると予想していたが,こ の結果で

は,供試品種の熱期にかかわらず,開花後35～ 48日摘奏の

効果の高いことがわかる。この時期の摘奏は,同化産物の

転流先が制限されるため100粒重の増加が著しく,そ れは

粒の幅や厚さより粒の長さを大きくするので,裂皮粒を多

くすると推察される。遅い時期の摘奏は,転流・貯蔵 され

た同化産物をも摘み取るので粒の肥大効果が低 く,裂皮粒

の発生が劣る。そのほか,裂皮粒の発生には,種皮 と子葉

の発育段階の差や,子実の水分含量 も関与しているであろ

う。

表3 摘奏時期及び部位 と裂皮粒率 (試験 2,%)

注  *:摘奏部位上部 ,下部 2処理区の平均値。
ホ*:摘葉時期 1,Ⅱ 2処理区の平均値

摘業部位についてみると,ユ ウヅルを除いて,いずれも

上部摘奏区の裂皮粒率が著 しく高かった。下位節の開花が

比較的早 く,粒の肥大が進んでいるので,下位節の業を残

裂皮粒率が最 も高 く,次いで 1区 ,皿区と順次 し,程度間

では摘業率 75%区で最高となるが50%区 と75%区 の差は大

きくなかった。すなわち,オ クシロメの裂皮粒率は,開花

後46日 における75%摘奏で著 しく高められた。これは,100

粒重の増加傾向と同 じである。

す上部摘奏の効果が著しいものと考えられる。

試験 1,2の結果,開花後35～ 48日 における上部奏 50～

75%の摘業により裂皮粒率を高め得ることが明らかとなっ

た (奏数の少ない品種では 50%摘奏の方が良い )。

試験 2に は熟期の異なる9品種 を供試している。同試験

無処理区の裂皮粒率と処理区のうち裂皮粒率の最高値を表

4に まとめた。無処理区では,ユ ウヅルの裂皮粒率が最 も

高 く,次 いで農林 5号,十勝長葉と順次するが,その他は

低率で差がない。しかし,摘奏による裂皮粒率の最高値で

は,ユ ウヅルが最 も高 く,次いでワセシロメ, ミヤギシロ

メ.オ クシロメ,十勝長葉が比較的高く20%以 上,農林 5

号,東北65号 ,ネ マシラズは10～ 20%の範囲にあり,エ ン

レイは 1%以下であった。すなわち,無処理では裂皮粒率

が低い品種でも,摘葉により裂皮粒率の水準を高めること

により,品種間差異を拡大できるので,裂皮の難易判定が

容易となる。

表 4 裂皮粒率の品種間差異 (試 験 2)

注  *:摘業処理 4区 の最高値。
林 :品種保存栽培における昭和50～54年平均値 ,

0～ 5の 6段階表示。

4摘

1 摘奏により,成熟期が著しく遅延し,100粒 重及び

紫斑粒発生指数が増加した。

2 開花後 35～ 48日 における上部奏50～ 75%の機薬に

より裂皮粒率を高め得た。

3 無処理では裂皮粒率の低い品種でも,摘奏により品

種問差異を拡大できるので,裂皮性の判定が容易 となる。
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注  *:摘奏程度の異なる3処理区の平均値。 ネ*:摘葵時期の異なる3処理区の平均値。
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